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が
保
管
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
異
常
や
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
究
明
が

出
来
ず
再
発
防
止
等
の
改
善
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
監
視
測
定
を
確
実

且
つ
適
切
に
実
施
す
る
た
め
監
視
測
定

手
順
（
５
Ｗ
１
Ｈ
）
を
文
書
化
し
、
そ

の
手
順
通
り
に
監
視
測
定
し
、
そ
の
結

果
が
記
録
さ
れ
、
保
管
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
監
視
測
定
と

そ
の
記
録
を
保
管
す
る
た
め
の
手
順

（
５
Ｗ
１
Ｈ
）
を
文
書
化
し
、
監
視
測

定
を
行
う
人
を
し
っ
か
り
訓
練
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

目
標
は
、
進
度
管
理
表
や
月
報
会
等

で
確
実
に
監
視
さ
れ
る
の
で
、
維
持
管

理
項
目
に
つ
い
て
も
、
目
標
に
設
定
し

「
経
営
管
理
実
施
計
画
」
に
盛
り
込
む

と
良
い
で
し
ょ
う
。

監
視
測
定
に
機
器
を
使
用
す
る
場

合
、
そ
の
機
器
が
校
正
ま
た
は
検
証
さ

れ
て
い
な
い
と
、
測
定
値
に
信
頼
性
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
校
正
ま
た
は
検
証
を

正
確
に
実
施
し
て
、
記
録
を
保
持
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
管
理
者

が
手
順
通
り
監
視
測
定
を
行
っ
て
い
る

か
確
認
し
ま
す
。
さ
ら
に
内
部
監
査
や

第
三
者
監
査
に
よ
り
確
認
し
、
手
順
通

「
点
検
」
の
要
求
項
目
の
な
か
に
、「
監

視
お
よ
び
測
定
」「
順
守
評
価
」「
問
題

点
並
び
に
是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処

置
」「
内
部
監
査
」
の
４
項
目
が
あ
り
、

「
点
検
」
が
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

5.
点
検

５
‐
１
監
視
お
よ
び
測
定
（
図
５
‐
１
）

信
頼
性
の
あ
る
監
視
測
定
結
果
を
得

る
た
め
の
要
求
事
項
で
す
。

確
実
且
つ
適
切
な
監
視
測
定

監
視
測
定
さ
れ
た
結
果
に
信
頼
性
が

な
か
っ
た
り
、
監
視
測
定
結
果
の
記
録

今
回
は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

を
確
実
に
回
す
た
め
の
エ
コ
ス
テ
ー
ジ

規
格
の
要
求
項
目
の
点
検
「
Ｃ

（C
heck

）」
の
要
求
事
項
の
意
図
・
目

的
を
説
明
し
、
環
境
の
視
点
・
観
点
を

加
え
た
経
営
改
善
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｃ
」
は
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
を

回
す
原
動
力

組
織
に
よ
っ
て
は
、「
Ｐ
‐
Ｐ
‐
Ｐ
」

や
「
Ｐ
‐
Ｄ
‐
Ｐ
‐
Ｄ
」
の
よ
う
に
点

検
「
Ｃ
」
が
欠
落
し
て
し
ま
い
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
き
ち
ん
と
回
っ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

URL http://www5e.biglobe.ne.jp/̃NESQ/

E-mail nesq@mve.biglobe.ne.jp

有限会社ネスキュー 代表取締役社長

エコステージ協会全国理事
中山 安弘

エコステージの活用のノウハウと効果
点検（Check）編

第5回

一般社団法人エコステージ協会　URL http://www.ecostage.org/

①組織は、重点環境管理項目につい
て、運用の鍵となる特性を定常
的に監視および測定する方法を
確立し、実施し、維持すること。

②方法には、以下の項目を監視する
ための情報の文書化を含めるこ
と。

a）重点環境管理項目に関係する
運用管理およびその成果

b）経営管理実施計画の進捗状況、
目的および目標の達成状況、
およびその成果

③組織は、法的およびその他の要求
事項に基づくものも含めて、監
視および測定の記録を保持する
こと。

④組織は、監視および測定に必要な
機器を、校正または検証し、そ
の記録を保持すること。

図5-1 監視および測定

http://www5e.biglobe.ne.jp/%CC%83NESQ/
mailto:nesq@mve.biglobe.ne.jp
http://www.ecostage.org/
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り
監
視
測
定
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や

監
視
測
定
結
果
に
妥
当
性
が
な
い
場
合

は
、
監
視
測
定
手
順
や
監
視
測
定
機
器

の
校
正
手
順
を
見
直
し
改
善
し
ま
す
。

５
‐
２
順
守
評
価
（
図
５
‐
２
）

法
的
お
よ
び
そ
の
他
の
要
求
事
項
を

確
実
に
順
守
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た

め
の
要
求
事
項
で
す
。

本
当
に
法
等
に
違
反
が
無
い
か
評
価

監
視
測
定
を
し
て
い
て
も
、
法
順
守

で
き
て
い
る
か
評
価
し
て
い
な
い
と
法

は
守
れ
ま
せ
ん
。
監
視
測
定
が
連
続
測

定
さ
れ
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
監

視
・
測
定
を
外
注
し
て
い
る
場
合
は
、

監
視
測
定
は
さ
れ
て
い
る
が
法
違
反
に

な
っ
て
い
て
も
誰
も
気
づ
い
て
い
な
い

と
い
う
場
合
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
法
的

要
求
事
項
お
よ
び
順
守
す
る
と
決
め
た

そ
の
他
の
要
求
事
項
が
守
ら
れ
て
い
る

か
を
評
価
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
５
Ｗ

１
Ｈ
を
明
確
に
し
、
定
期
的
に
確
実
に

評
価
で
き
る
方
法
に
改
善
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
要
求
事
項
に
つ
い
て
の

評
価
も
重
要

法
的
要
求
事
項
に
比
べ
、
親
会
社
、

取
引
先
、
業
界
、
地
域
等
の
要
求
事
項

や
自
組
織
の
ル
ー
ル
等
の
「
そ
の
他
の

要
求
事
項
」
に
つ
い
て
は
順
守
評
価
が

さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
「
そ
の
他
の
要
求
事
項
」
を
守
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
利
害
関
係
者
の
信

頼
を
失
い
、
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
り
、

苦
情
が
増
加
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
自

組
織
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
場
合
は

法
的
要
求
事
項
の
違
反
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、「
そ
の
他
の
要
求
事
項
」

の
順
守
評
価
も
確
実
に
実
施
で
き
る
手

順
（
５
Ｗ
１
Ｈ
）
を
明
確
に
し
、
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

５
‐
３
問
題
点
お
よ
び

是
正
処
置
・
予
防
処
置
（
図
５
‐
３
）

発
生
し
た
事
故
、
ト
ラ
ブ
ル
、
ク
レ

ー
ム
、
目
標
未
達
成
等
の
「
問
題
点

（ISO
14001

で
は
不
適
合
）」
が
発
生
し

た
場
合
や
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
原
因
を
究
明
し
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
改
善
し
、
再
発
防
止
や
発
生

を
予
防
す
る
た
め
の
要
求
事
項
で
す
。

「
問
題
点
」
は
「
改
善
の
母
」

「
問
題
点
」
と
い
う
と
「
と
て
も
悪
い

こ
と
」「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
の

よ
う
に
受
け
止
め
が
ち
で
す
が
、「
問

①組織は、適用される法令や、自ら適用することを決定した法
令の要求事項の順守状況を、定期的に評価するための方法を
確立し、実施し、維持すること。

②組織は、同意したその他の要求事項の順守状況を、定期的に
評価するための方法を確立し、実施し、維持すること。この
方法は、法令に関する順守状況の定期的評価の方法に含めて
も良いし、別途定めても良い。

③組織は、法的要求事項および組織が同意するその他の要求事
項の順守状況について、定期的評価の記録を残すこと。

図5-2 順守評価

①組織は、発生した問題点および発生するかもしれな
い問題点に対応するための方法、並びに是正処置お
よび予防処置をとるための方法を確立し、実施し、
維持すること。

②その方法では、以下の事項を定めること。

a）問題点を特定し、修正し、それらの環境影響を
緩和するための処置をとる

b）問題点を調査し、原因を特定し、再発を防ぐた
めの処置をとる

c）問題点の発生を予防するための処置の必要性を
評価し、発生を防ぐために立案された適切な処
置をとる

d）とられた是正処置および予防処置の結果を記録
する

e）とられた是正処置および予防処置の有効性をレ
ビューする

③とられた処置は、問題点の大きさや生じた環境影響
に見合ったものであること。

④組織は、是正処置および予防処置の結果として生じ
た仕組みおよび方法の変更を、環境経営システムで
使用するすべての関連文書に反映させること。

図5-3 問題点および是正処置・予防処置
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題
点
」
は
、
改
善
の
「
き
っ
か
け
」
で

あ
り
「
チ
ャ
ン
ス
」
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
問
題

が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
気
付
か
な
い
も

の
で
す
が
、「
問
題
点
」
の
検
出
に
よ

っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
問
題

点
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
を
改
善
す

る
こ
と
に
よ
り
、
従
業
員
の
育
成
を
含

む
組
織
の
体
質
改
善
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
「
問
題
点
」
に
つ
い
て

重
要
な
の
は
、「
発
生
す
る
か
、
し
な

い
か
」
と
い
う
よ
り
「
再
発
す
る
か
、

し
な
い
か
」
で
す
。「
問
題
点
」
の
原

因
追
究
が
充
分
で
な
い
た
め
に
、
同
じ

よ
う
な
問
題
（
不
適
合
）
が
繰
り
返
さ

れ
、
結
果
的
に
「
も
ぐ
ら
叩
き
」
に
終

始
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多
く
み

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

こ
と
こ
そ
が
重
要
で
す
。

「
発
生
し
た
不
適
合
」
を
悔
や
ま
ず
、

逆
に
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
不

適
合
の
真
の
原
因
を
「
仕
組
み
（
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
問
題
点
」
に

求
め
、
従
来
の
仕
組
み
や
仕
事
の
や
り

方
を
根
本
的
に
改
善
し
て
い
け
ば
、
経

営
管
理
の
仕
組
み
の
強
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
「
問
題
点

は
改
善
の
母
」
と
い
え
ま
す
。

「
問
題
点
」
は
幅
広
く

規
格
外
・
管
理
外
製
品
、
事
故
、
苦

情
、
怪
我
、
作
業
ミ
ス
、
設
備
故
障
、

法
違
反
、
手
順
違
反
等
の
発
生
や
目
標

未
達
成
等
は
す
べ
て
問
題
点
で
あ
り
、

必
ず
環
境
影
響
が
出
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
問
題
点
が
発
生
す
る
の
は
、
仕

組
み
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
に

改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
た
め
で
す
。
問

題
点
を
幅
広
く
捉
え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
体

質
強
化
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

規
格
は
「
問
題
点
の
原
因
」
の

「
解
答
集
」

問
題
点
の
原
因
は
、
組
織
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
原
因
が
あ
り
ま

す
。
一
方
規
格
要
求
事
項
は
シ
ス
テ
ム

上
の
重
要
な
点
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
適
切
な
原
因
追
究
を
行
っ

て
い
く
と
、
必
ず
規
格
要
求
事
項
の
い

ず
れ
か
に
た
ど
り
着
く
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
エ
コ
ス
テ
ー

ジ
規
格
は
問
題
点
の
原
因
究
明
の
回
答

集
で
す
。

５
‐
４
内
部
監
査
（
図
５
‐
４
）

内
部
監
査
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

を
回
す
上
で
極
め
て
重
要
な
プ
ロ
セ
ス

で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
改
善
の
原
動
力
と

な
る
も
の
で
す
。
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
が
規
格
要
求
事
項
お
よ
び

自
ら
決
定
し
た
事
項
に
適
合
し
、
方
針

や
目
標
達
成
に
有
効
に
機
能
し
、
意
図

し
た
と
お
り
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
か

否
か
を
確
認
し
、
意
図
し
た
と
お
り
の

結
果
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
マ
ネ

「マネジメントシステム進化論」オーム社　中山安弘、中村孝一、齋藤喜孝 共著
「環境経営評価・支援システム評価および活用の手引き」一般社団法人エコステージ協会

参考文献：

①組織は、内部監査を、あらかじめ定められた間隔で計画し、実施すること。

②監査方法には、以下の項目が含まれていること。

a）監査の計画、実施、結果の報告に関する具体的内容、方法、および役割、
責任

b）監査に伴う記録の保持に関する具体的内容、方法、および役割、責任

c）監査基準、適用範囲、監査の頻度およびやり方を、どのように決定する
かの方法

③組織は、内部監査の計画および監査プログラムを作成し、維持すること。

④組織は、内部監査の計画および監査プログラムについて、組織および部署に
おける活動の環境上の重要性、および前回までの監査の結果を配慮すること。

⑤組織は、内部監査を、定められた計画、監査プログラム、および監査方法に
従って実施すること。

⑥組織は、内部監査において、以下の判定を行うこと。

a）環境経営システムが、各ステージの規格要求事項を含め、環境経営のた
めに自ら定めた事項に適合しているかどうか

b）環境経営システムが、適切に実施され、維持されているかどうか

⑦内部監査の結果は経営層に提供すること。

⑧監査員が、監査の対象となる活動に関する責任を負っていない。

図5-4 内部監査
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ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
ど
こ
に
問
題
が

あ
る
か
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
策
を
検

討
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
改

善
す
る
た
め
の
要
求
事
項
で
す
。

内
部
監
査
は
「
ル
ー
ル
違
反
の
取
締
り
」

で
は
な
い

「
内
部
監
査
」
と
い
う
と
、「
ル
ー
ル

違
反
の
取
締
り
」
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
内
部
監
査
で

発
見
さ
れ
る
問
題
点
は
、
仕
組
み
を
大

き
く
変
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
で
す
の
で
、
内
部
監
査
を
「
健

康
診
断
」
の
よ
う
に
捉
え
て
、
監
査
員

が
被
監
査
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
対

象
組
織
の
抱
え
る
問
題
点
を
し
っ
か
り

と
す
く
い
上
げ
、
監
査
員
が
問
題
点
の

真
の
原
因
や
適
切
な
解
決
策
に
つ
い

て
、
被
監
査
者
と
と
も
に
考
え
て
い
く

こ
と
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

継
続
的
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

被
監
査
部
署
の
責
任
者
を
支
援

内
部
監
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

被
監
査
部
署
の
責
任
者
が
内
部
監
査
の

意
義
を
理
解
し
、
監
査
に
積
極
的
に
協

力
し
て
く
れ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。
事
前
に
、
あ
る
い
は
内
部
監
査
の

冒
頭
で
、
責
任
者
の
考
え
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
監
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
か
ら

「
シ
ス
テ
ム
」
を
見
つ
め
る

内
部
監
査
に
お
い
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
「
適
合
性
」
を
評
価
す

る
場
合
に
は
、
規
格
や
手
順
書
を
基
準

と
し
て
監
査
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
有
効
性
」
を
評

価
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
シ
ス
テ

ム
や
プ
ロ
セ
ス
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
セ
ス
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

に
着
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
は
、「
目

的
・
目
標
の
達
成
状
況
」
や
「
法
的
お

よ
び
そ
の
他
の
要
求
事
項
の
順
守
状

況
」、
あ
る
い
は
「
人
材
育
成
の
状
況
」

や
「
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
な
ど
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
文
書
や
記
録
な
ど
に

残
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
シ
ス
テ
ム
や

プ
ロ
セ
ス
の
「
有
効
性
」
を
評
価
す
る

た
め
に
は
、
文
書
や
記
録
が
作
成
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
、
む
し

ろ
そ
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
が
「
適
切
で
な
い
」
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
シ
ス
テ
ム
」

の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
探
り
、

そ
の
真
の
原
因
を
除
去
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

既
存
の
監
査
を
活
用

監
査
役
に
よ
る
財
務
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
等
経
営
状
況
の
監
査
や
工
場
な

ど
で
行
わ
れ
て
い
る
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
、
品
質
パ
ト
ロ
ー
ル
等
も
内
部
監
査

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
監
査
が
規
格

要
求
事
項
を
満
足
す
る
よ
う
に
改
善
し

て
行
う
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

「
人
」
を
責
め
ず
に

「
シ
ス
テ
ム
」
を
攻
め
よ

内
部
監
査
で
重
要
な
こ
と
は
、「
人

を
責
め
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
内
部
監
査
と
は
、
監
査
員
が
被

監
査
者
と
一
緒
に
問
題
点
を
発
見
し
、

原
因
を
明
ら
か
に
す
る
活
動
で
す
の

で
、「
人
を
責
め
る
」
姿
勢
で
臨
む
と

被
監
査
者
が
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
、
問
題
点
が
発
見
し
に
く
く

な
っ
た
り
、
問
題
点
を
率
直
に
認
め
て

く
れ
な
か
っ
た
り
、
原
因
を
一
緒
に
考

え
て
く
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

逆
に
「
シ
ス
テ
ム
を
攻
め
る
」
姿
勢

で
内
部
監
査
を
行
う
と
、
被
監
査
者
が

心
を
開
き
、
自
ら
問
題
点
を
発
見
し
た

り
、
提
示
し
て
く
れ
た
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
ら
そ
の
原
因

を
考
え
、
前
向
き
な
姿
勢
で
是
正
処
置

な
ど
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。「
人
」
を
責
め
ず
に
、

「
シ
ス
テ
ム
」
の
改
善
を
支
援
し
、
被

監
査
者
に
内
部
監
査
が
「
役
に
立
っ
た
」

「
助
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
内
部
監
査

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
・
・

次
回
の
最
終
回
で
は
、
実
施
・
実
行

（D
o

）
の
要
求
項
目
の
「
緊
急
事
態
へ

の
準
備
と
対
応
」
と
見
直
し
・
改
善

（A
ct

）
に
つ
い
て
の
要
求
事
項
と
そ
の

意
図
・
目
的
を
説
明
し
、
環
境
の
視

点
・
観
点
を
加
え
た
経
営
改
善
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
シ
ス
テ
ム
全
体
の
改
善
の
方
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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